












エドマンド・バーク (Edmund Burke) の一貫した政治課題は，「君主の専制政」
と「群衆の専制政」を阻止し，「この 5WW 年間の自由の拡大と繁栄の増進」
(Burk [8] 221/449) を実現してきたブリテンの国制を「保守と修正の二原理」



















































































自由ではない」(Burke [17] Ⅵ, 42) との言説はそのことを端的に示している。ま
さにバークは「政治的自由の原理を土地財産についての我々の法の原理に結び
つけていた」(Pocock [27] 212) と言うことができるのである。
我々はすでにコモン・ロー上の身分関係がバークの社会思想の根底にあるこ



































解体」(Burke [15] 253/919) に導くとバークは洞察していた。
この思想に対峙するのにバークが依拠したのは，コモン・ロー上の身分関係


















































5) ジョン・ロック (John Locke) は『統治二論』後編第一章で「為政者が臣民に対してもつ権
力は，子供に対する父親の権力，サーバントに対するマスターの権力，妻に対する夫の権力，








































































































































































































Deakin & Wilkinson [19] も参照されたい。
バークもまた労働者と雇主について，「当事者の相互的な便宜と，さらに言えば彼らの相























































































て伝えられているあの習慣 (habits) の働き」(Burke [9] 231/232) によって淘汰が
なされるとともに，淘汰を通じて習慣自体が修正されていくということである。















ざしている (in the constitution of the human mind)」，したがって自然であることをバ























































































じている。ただ「あらゆる制度の中で家名の誇り (family distinctions) を保つには，あらゆる
制度の中で，長子相続が最も適しているために，今後さらに何世紀にもわたってこの制度は








しく批判している (Smith [33]Ⅰ, 384-85/Ⅱ, 15-16)。「馬鹿げた想定」という評価は本稿 13 頁
のトマス・ペインの評価と通じている。ウインチは「スミスが限嗣不動産相続権に関連する
主題について述べていることはそれについてのバークのいかなる見解とも調和させることは
できない」(Winch [34] 181) と結論している。







て，そしてまた，我々の理性の誤り易くか弱い考案物 (the fallible and feeble





べき厳粛さでもって抑えられる。この紳士にふさわしい家系 (liberal descent) と
いう観念は，我々に生まれながらの尊厳という習慣化した意識 (a sense of


































































大都市に出てくるや否や，彼は世に知られず埋もれた境遇に (in obscurity and darkness) 陥る。
彼の行為は誰にも観察されず注目もされず，したがって彼もまた自分の行動をおろそかにし，
あらゆる種類の低劣な不品行に耽ることに極めてなりやすい。」(Smith [33] Ⅱ. 795/Ⅲ. 169)
利益と意向と幸福とに合致するような統治形態を樹立する，奪うことのできな




「可謬の存在」であるという人間認識がある (Burke [9] 292/313)。































































「フランス流の人間の権利」の主唱者─と特定していた (Burke [9] 162/142)。彼
らはいずれも「革新の精神」に向かう強い性向をもっていた。「貨幣利害はそ












































































になる (Burke [12] 344/699)。彼らは，「政治を，便宜 (convenience) にではなく，
真理に依拠させる」(Burke [11] 469-70/686) のであり，「あらゆる中庸を軽蔑して，











自由は，「革新に対する私の憎悪」 (Burke [14] 157/815) と密接に結びついてい
るとともに，すでに指摘したように改良を通じて「我々の理性の誤りやすく脆





























































て「統治の全組織は便宜 (convenience) の問題」(Burke [9] 111/78) である。「便宜





















素なのである。それは道理に適った推定による階級 (a class of legitimate
presumptions) から形成されるのであり，その推定は，一般的に言って，事実上








































としなければならないことを認めるが，「能力が活発で積極的な原理 (a vigorous and active
principle) であるのに対して，財産は不活発で不活性で臆病な原理であるので，財産はその代
表を，比較を絶する程不均等に優勢にしておかない限り，能力による侵害から安泰ではあり
えない」(Burke [9] 102/65) とも述べている。そこには能力が革新の精神と親和性をもってい
るというバークの洞察があるといえる。バークにとって「ジャコバン主義は，一国の冒険的
な才人達 (the enterprising talents) による財産に対する反乱なのである」(Burke [15] 241/907)。
そして「冒険の精神 (the spirit of enterprise) はこの種の人々に生まれ持った活力を残らず発揮
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